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山梨大学医学部附属病院の理念と目標
◦理　念◦

「一人ひとりが満足できる病院」
私たちは、病院の使命を達成するため、医療を受ける人、医療に携わる
人など、本院を利用する方一人ひとりが満足できる病院をつくります。

◦目　標◦
共に考える医療
患者さんの人権を尊重し、患者さんを中心とした、共に考える人間性豊かな医療
を目指します。

質の高い安全な医療
特定機能病院として高度の医療を実施するとともに、医療の安全に最大限の注意
を払い、患者さんのQOL（クオリティ・オブ・ライフ）が向上できる安心・安全
な医療を目指します。

快適な医療環境
患者さんに、最適な医療を提供できる医療環境の整備を目指します。

効率のよい医療
適切な人的配置とともに、医療情報管理システムを活用し、医療の効率化を目指
します。

良い医療人の育成
人間の尊厳を守り、専門性を高めつつ国際性豊かな医療人を育成するため、充実
した医療教育を目指します。

　

病院玄関前モニュメント「輝翔」
　山梨県出身の彫刻家である小俣光司氏による平成６年の作品であり、作意は人類の「永
遠の願い」である健康、長寿で安心立命したい、そのような想いを鳥の形を借りて表現し
たものです。


